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コンピュータの種類とその用途

◆パーソナルコンピュータ（ＰＣ）

小型のコンピュータで、主に個人用として使用されてきましたが、性能の向上に伴い企業内でも広く使用されるようになりました。略してパソコンと呼ばれています。
＜パソコンの主な用途＞

· ワープロソフトや表計算などのビジネス利用 

· インターネットの利用 

· ソフトウェア開発に利用 

· ゲームに利用 

· 画像処理や音声などを処理するマルチメディア利用等 

◆ワークステーション（ＷＳ）
一般に、パソコンより高性能の小型コンピュータを指します。エンジニアやデザイナーなど高性能なコンピュータが必要な人が業務に使用したり、ネットワークサーバとして使用されたりします。OSにはUNIX系のものが使われることが多く、Sun Microsystems社の製品が市場の過半を占め、事実上の標準となっています。
＜ワークステーションの主な用途＞

· ソフトウェア開発に利用 

· ＣＡＤでの利用 

· 研究開発分野での利用 

· ネットワークでのクライアントやサーバとしての利用等 
◆オフィスコンピュータ（オフコン）

事務処理に特化したコンピュータです。伝票発行や販売管理、財務管理などの機能を備え、主に中小企業の業務に使われています。ユーザの注文に応じて業者が専用のアプリケーションソフトを開発し、ハードウェアと一緒に納品する形態が普通で、その業者が運用や管理までを一貫してサポートしています。
＜オフィスコンピュータの主な用途＞ 

· 主に事務処理目的 
◆汎用コンピュータ
データベースなどの大規模なシステムの処理を専門に行う大型コンピュータのことです。「メインフレーム」とも呼ばれています。ネットワークを通して接続する複数の端末から、データの加工などを高速に行うことができます。

· ＜汎用コンピュータの主な用途＞ 

· 交通機関などの座席予約システム 

· 銀行の預金システム 

· 科学技術計算等 
◆スーパーコンピュータ

大規模な科学技術計算に用いられる超高性能コンピュータのことです。
一般的なコンピュータでは使用されない演算機構などを用いて並列処理を行うことで処理を高速化しています。科学技術分野で頻繁に使われる行列計算などの大量の繰り返し演算を高速化するため、ベクトルプロセッサと呼ばれる特殊な演算装置を用いて並列処理を行なう方式が主流でしたが、パソコンなど小型のコンピュータ向けのマイクロプロセッサの飛躍的な性能向上と低価格化を受けて、近年では多数のマイクロプロセッサを接続して並列に動作させるMPP方式のスーパーコンピュータが増えています。
＜スーパーコンピュータの主な用途＞ 

· 自然現象の解析や予測（気象予測や天体運動の計算等） 

· 人工衛星の軌道計算や航空機の設計・シミュレーション 

· 原子炉や核融合の設計・シミュレーション等 
◆マイクロコンピュータ（マイコン）

演算処理を行うマイクロプロセッサとメモリを１つのＬＳＩチップに集積したＩＣ（集積回路）のことです。略してマイコンと呼ばれています。以前はパソコンと同義で使われていましたが、最近では、家電製品などの電子制御用として組み込まれているものを指すことが多くなってきています。

＜マイクロコンピュータの主な用途＞ 

· 家庭電化製品の組み込みコンピュータとしての利用 

· 産業用機器の制御部品としての利用 

· パソコンなどに組み込まれるプロセッサとしての利用等[image: image1.png]
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